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1.はじめに
トルコ共和国は周囲を地中海，エーゲ海，黒海に
囲まれ，ヨーロッパ，アジア，中近東をつなぐ位置
にある。長い歴史において交易の拠点として発展し
てきた都市も多く，宗教，民族，文化，技術の交流
がなされ，長い年月の中で変容し，トルコ特有の都
市形成がなされてきた。
トルコ諸都市のセンター領域は，トルコ語でチャ
ルシュ1と呼ばれる伝統的な商業空間を中心に新旧
の要素が融合あるいは隣接しながら発展してきてい
る2。都市の規模や発展の経緯によって構成は異な
るものの，チャルシュと新市街を中心にセンター領
域は広がりをみせ，主要な都市施設と空間が多様な
都市機能を担っている。中でも人々が集う交流機能
に着目すると，カフェ，床屋やハマム3といったコ
ミュニティ施設から集団で一堂に会することのでき
るモスクのような宗教施設まで，交流可能な施設が
種類豊富に存在していることがわかる。また，施設
とともに広場や街路などの屋外空間が活用され，日
常的にも非日常的にも交流の場となっており，気候
風土や歴史文化的事情を背景としている
4。本論
文では，交流機能を有する空間として着目した屋外
空間を分析対象として取り上げ，現地調査を実施し
てきた18都市5を事例に空間形態と活用，周辺環境
や施設との関連性から地域的な特色を考察する。
対象とする18都市は，マルマラ海地域，エーゲ
海地域，中央アナトリア地域，黒海地域の調査実施
都市（図1参照），イスタンブル，ブルサ，バルケシ
ル，タラクル，ベルガマ，キュタフヤ，ウシャク，
アフヨンカラヒサール，イズミール，ティレ，ギョ
イヌック，ムドゥルヌ，ボル，サフランボル，カス
タモヌ，ナルハン，ベイパザル，コンヤである。各
都市において，都市全体の構造とセンター領域の現
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状を調査し，行政機関から地図及び都市計画等の情
報を収集してきた。本論文では，文献資料及び現地
調査に基づき，対象都市における屋外空間の形態と
機能，周辺環境について分析する。
2.センター領域における屋外空間
センター領域の構成をみると，伝統的な商業空間
であるチャルシュが核的な役割を果たしながらも，
さらに外へと領域を拡張させ，新市街がチャルシュ
に隣接，あるいは融合する形で形成されてきている。
そのため，センター領域を構成するチャルシュと新
市街，新旧の都市空間の境界が曖昧となっている6
（図2参照）。曖昧と特徴づける理由として，チャル
シュ内部の空間変容とチャルシュと新市街間に城壁
のような視覚的区切りがほとんどみられないことが
挙げられる。ヨーロッパの歴史都市のように旧市街
全体を保存するのではなく，モスクやハン7などの
歴史建造物が建造物ごとに修復，活用されている。
これらの歴史建造物の多くはオスマン帝国時代に建
造された堅固な石造建築物である。センター領域に
点在する歴史建造物は各々伝統的な形態を維持する
ものの，周辺に並ぶ他の建造物は老朽化だけでなく
火事や地震などの災害によって新しく建て替わり，
結果として新旧の要素が混在することとなる。近年，
幾つかの都市において，歴史建造物だけでなく，チ
ャルシュ全体を歴史的なエリアとして面的に捉え，
連続する木造店舗群や職人の工房にも着目し，維持，
保存するための取り組みが見受けられる。この中で
チャルシュ内の街路は歩行者優先空間へと変更され，
敷石等を統一した舗装工事を行うなど，街路空間を
統一させることで一体感のある空間へと整備されて
いる。
また，現代の都市構造の主軸となる幹線道路が新
旧エリアを貫通することで連続したセンター領域を
形成している。街路網の結節点となる広場も新旧を
つなぐ緩衝空間としての役目を果たし，日常的な憩
いの場や交通機能から非日常的な式典やイベントに
至るまで，幅広く多くの人を集めている。広場の多
様な活用は，都市整備によって歩行者優先の空間確
保がなされる点からも重要である。広場だけでなく，
チャルシュ内の街路や広場から延びる新市街のメイ
ンストリートが歩行者専有あるいは歩行者優先の整
備がなされると，チャルシュと広場，広場を経由し
て新市街へと連続した空間活用が可能となる。チャ
ルシュ内の街路の一部に屋根がかかる事例もみられ
るが，これらの構造軸となる街路と広場のほとんど
は屋根のない空間形態をとっている。屋外空間は，
都市のセンター領域において伝統的な空間と新たに
発展するエリアをつなぎ，人の流れや活動を導く要
素となっている。
3.屋外空間の形態と機能
対象とする18都市において，具体的にどのよう
な屋外空間があり機能しているのか，空間形態から
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図1.トルコ調査対象18都市位置図（●が調査対象都市）
特徴をみる。まず，表1に都市ごとの屋外空間の形
態と機能を整理する。それぞれ都市の位置する地域
ごとに並べ，都市規模の目安として都市部の人口8
を示す。また，空間的な特徴を示す写真を表2にま
とめる。文中の（ ）に表2中の該当する写真番号
を記す。
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図2.キュタフヤの都市構成図
表1.屋外空間の形態及び機能一覧
事例
No.
都市名
都市部
の人口＊1
地 域
A:広場 B:街路
C:施設内
屋外空間
交通 市場
イベ
ント
公園 幹線 路地 遊歩道
宗教
施設
商業
施設
1 Tarakl 2,997マルマラ海地域 ● ○ ○ ● ●
2 Balkesir 263,000マルマラ海地域 ● ○ ● ○ ● ●
3 Bursa 1,948,744マルマラ海地域 ● ○ ● ● ● ● ●
4 I

stanbul 13,483,052マルマラ海地域 ● ○ ○ ● ● ● ● ● ●
5 Tire 52,620エーゲ海地域 ● ○ ● ○ ● ● ●
6 Bergama 60,559エーゲ海地域 ○ ○ ● ● ● ●
7 Afyonkarahisar 179,344エーゲ海地域 ○ ● ● ●
8 Us・ak 183,640エーゲ海地域 ● ○ ● ● ●
9 Kutahya 214,286エーゲ海地域 ● ○ ● ○ ● ●
10 I

zmir 3,366,947エーゲ海地域 ● ○ ○ ● ● ● ● ● ●
11 Goynuk 3,901黒海地域 ● ○ ○ ● ●
12 Mudurnu 4,936黒海地域 ○ ○ ● ○ ○ ●
13 Safranbolu 41,954黒海地域 ● ○ ● ● ● ● ●
14 Kastamonu 93,347黒海地域 ○ ○ ● ○ ● ●
15 Bolu 125,842黒海地域 ○ ○ ● ● ● ●
16 Nalhan 12,323アナトリア中央部 ● ○ ○ ● ● ●
17 Beypazar 36,334アナトリア中央部 ● ○ ○ ● ● ●
18 Konya 1,073,791アナトリア中央部 ○ ● ● ● ●
＊1:都市部の人口は2011年（トルコ統計機構のデータに基づく）
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表21.屋外空間写真一覧
写真事例
No. 空間形態 特徴 01 広場 船からバスへの中継地とし
て賑わうエミノニュの船着
き場
02 広場 歩行者空間として整備され
ている港前広場
都市名 I

stanbul I

zmir
03 広場 露店のパラソルで埋め尽く
されている日曜市
04 広場 広場の一角に整備された村
の生産物販売専用のエリア
05 広場 広場に整備された手工芸市
の販売エリア
I

zmir Mudurnu Bergama
06 広場 広場で開催された戦勝記念
日の式典
07 広場 エジプト市場横の広場にイ
フタールのテント（写真中
央の白いテント）が張られる
08 広場 断食月に設置された伝統工
芸品と食材の露店エリア
Afyonkarahisar I

stanbul I

stanbul
09 広場 歴史的な記念物の並ぶ公園 10 街路 メインストリートが歩行者
天国になっている
11 街路 テーブルが街路に張り出し
ている魚レストラン街
I

stanbul Kutahya I

stanbul
12 街路 遊歩道の整備された海辺の
緑地
13 街路 グランドバザール内の屋
根付き街路
14 街路 チャルシュ内のメインスト
リートには透明な素材の屋
根が付けられたI

zmir I

stanbul Bursa
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表22.屋外空間写真一覧
15 街路 街路にかかったブドウ棚が
夏の日差しを和らげている
16 敷地内 モスクの中庭 17 敷地内 モスクの前庭には礼拝を終
えた人々で賑わう
Tire I

stanbul Bursa
18 敷地内 ハンの中庭にカフェが並ぶ 19 施設内 ホテルとして再生したハン
の中庭でイベントが開催さ
れている
20 広場 港前広場の賑わい
Bolu Kastamonu I

stanbul
21 広場 車道より低い空間に海を眺
め，腰掛けられる段差が設
けられている
22 広場 断食月になると伝統工芸品
などの露店が並ぶ
23 広場 新市街の中心地タクシム広
場
I

stanbul I

stanbul I

stanbul
24 街路 ファサードの修復がすすむ
イスティクラル通り
25 広場 広場に絨毯を敷き詰め，金
曜礼拝の準備を始める様子
26 広場 チャルシュの入口にあるモ
スク前広場。金曜礼拝の人
で埋まっているI

stanbul I

stanbul I

stanbul
27 広場 カドキョイの港前広場で開
催されているイベント用の
ステージ（写真中央）
28 広場 港前広場で対岸の景観を眺
める人々
29 街路 橋の上で景色を眺めつつ釣
りを楽しむ人々
I

stanbul I

stanbul I

stanbul
屋外空間の形態をみると，面的な広がりを有する
広場と線状に延びる街路がある。地図上ではこの2
種類の公共空間が屋外空間に該当するが，調査をす
すめる中で，モスクの中庭のように管理された敷地
の中ではあるものの，公共性を帯びたオープンスペ
ースがあることを確認した。これらは多くの人々の
活動の場として機能している重要な屋外空間である。
本稿では，屋外空間を広場，街路，敷地内オープン
スペースの3つの形態に分け，それぞれの機能につ
いて立地も含め，特徴をみる。
1） 広場
広場は面的な広がりを有し，多機能に活用可能な
空間である。表1では各都市における広場の立地や
使用状況から特徴的な機能を4つ挙げ，それぞれ該
当する広場の有無を記載する。1都市に複数の広場
が存在する場合がほとんどであり，1つの広場で複
数の機能を担っているものもある。
特徴的な4つの機能として，「交通」「市場」「イ
ベント」「公園」を挙げる。「交通」は，街路の結節
点に位置する広場であり，バスターミナルや駅，船
着き場（写真01）などの交通施設が付随している。
マルマラ海やエーゲ海沿岸部に立地するイスタンブ
ルとイズミールは港前広場（写真02）が整備されて
いる。港前広場は船から陸上交通へ乗り換える場と
して通行量が多いだけでなく，逆に乗船する人が船
を待つ場でもあり，待ち時間を過ごす人を対象に売
店や露店が店開きする。通常は駐車場として機能し
ている交通広場が一時的に車両を排除し，「市場」
や「イベント」の場としてオープンスペースを確保
する広場もある。
「市場」は，週に1度，定期的に開催される露天
市があるものを指し，野菜，乾物などの食料品から
日用雑貨，靴，衣料品に至るまで商品の幅が広く，
広場は露天商が各自持参した大きなテントやパラソ
ルでカラフルに埋め尽くされる（写真03）。また，
通常の露天商とは別に，行政の管理下で周辺の農村
から野菜や果物などの生産物を持ち込み販売する一
角もあり，ギョイヌックやムドゥルヌでは広場の一
角に簡易な屋根と販売台を常設の施設として設置し
ている（写真04）。近年，女性の手工芸品のみを販
売する手工芸市の整備が各地で進み，農村の生産物
販売エリアと同様に簡易な屋根や販売台を行政が用
意し，広場の一角で布製品やアクセサリーなどの小
物を販売する事例（写真05）もみられる。
「イベント」は，戦勝記念日の式典（写真06）や
断食月のイフタール9の食事の提供，断食月の夜を
楽しむイベントコーナーなどがある。イベントには
同時に多くの人を収容可能な広さが求められるが，
広さに加え，式典が開催される広場では行政施設前
という立地や広場内に記念のモニュメントがある等
の理由から利用されている。イフタールの食事は広
場に大きなテントが設置され，無料で食事が提供さ
れる（写真07）。イスタンブルのエジプト市場横の
広場では毎年，区役所が食事を提供している。また，
一か月に及ぶ断食月の夜を共に楽しむために伝統工
芸品や菓子類の露店が並ぶコーナーが設置される広
場（写真08）や，野外コンサート会場となる広場も
ある。いずれもイフタールの食事後に家族や友人と
楽しむ人でれかえる。
「公園」は，木々や花壇などの植栽の整備がなさ
れている場所（写真09）や遊具等があり，遊び場の
要素を有する空間である。ベンチに座り，花や木々
を眺め，オープンカフェでお茶を飲み，友人と談笑
する等，憩いの場としての機能が大きい。
2） 街路
線状の空間として「幹線」「路地」「遊歩道」の3
種類に分類する。「幹線」は，メインストリートの
街路全体が歩行者専有空間として，いわゆる歩行者
天国となっている場合（写真10）を示す。これは，
時間や季節により，車両の通行規制がなされる場合
も多い。「路地」は，メインストリートから一本入
った街路を指す。路地は幅員が狭いため車両が入ら
ず，歩行者専有となっている場合やカフェやレスト
ランのテーブルが街路にはみ出し，賑わいを生んで
いるものもある（写真11）。「遊歩道」は沿岸部の2
都市に共通してみられる。海辺の景観を眺めながら
散策できるよう整備されている。公園として緑地が
広がるイズミールのような事例（写真12）もある。
チャルシュ内部は伝統的な商業空間として機能し，
保存活用されている商業施設
10とそれらをつなぐ
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街路から成っている。イスタンブルのグランドバ
ザール，トルコ語では屋根付き市場を意味するカパ
ルチャルシュ11のように複数の商業施設と街路が一
体化した巨大な屋根付きエリア（写真13）もあるが，
本稿で対象とした18都市においては街路のほとん
どに屋根はかかっていない。イスタンブルのグラン
ドバザール同様に面的な広がりをもつ屋根付き複
合体はイスタンブルとブルサの2都市である。ブル
サの場合は，さらに，チャルシュの修復保存に力
を入れ，チャルシュ内の歴史建造物のファサードを
見せつつ，利用者には天候に左右されることなく街
路を通行できるように，透明な素材の屋根を街路に
かけ，屋外空間のようなしつらえを整備している
（写真14）。チャルシュ内の屋根なし街路の多くは，
日差しから商品を守るためのテント式の庇が店舗か
ら張り出し，通りによっては同じ色のテントでえ，
景観を整えているケースもある。サフランボルやテ
ィレの街路の一部にはブドウ棚があり，夏の強い日
差しを和らげる装置として利用している事例もある
（写真15）。
3） 敷地内のオープンスペース
「宗教施設」はモスクの中庭（写真 16）や前庭
（写真17），キュリイェ12と呼ばれる複合施設の敷地
内の建物間をつなぐスペースが該当する。これらの
オープンスペースでは日常的に休憩をとる人の姿が
多くみられるが，金曜昼の集団礼拝の時間になると
モスク内部だけでなく中庭，前庭，さらに外の広場
や街路に至るまで周辺のオープンスペースも祈りの
場となり，メッカの方向を向き，祈りを捧げる人で
埋め尽くされる。また，カスタモヌの神学校のよう
に歴史建造物を活かし，観光用に伝統工芸品を制作
販売する商業施設として再生している事例もあり，
その中庭はオープンカフェとなっている。
「商業施設」は近代的な複合商業施設の敷地内の
広場や中庭と伝統的な商業施設であるハンの中庭が
該当する。ハンの建築形態は中庭を囲むロの字型の
プランで石造2階建てのものが多い。通常，中庭に
面し，店舗や工房，事務所，倉庫が並んでいるが，
歴史建造物として保存，再生している事例の中には
観光客向けの土産物店が並ぶものや，小部屋が客室
となりハン全体がホテルとして再活用されているも
のもある。オープンスペースの中庭は，作業場兼交
流の場として機能し，一角にオープンカフェがある
場合も多い（写真18）。ホテルとして再生している
サフランボルの場合は中庭がレストランとして機能
し，カスタモヌの場合はイベント会場として利用さ
れている（写真19）。
4.イスタンブルと水辺都市の屋外空間
イスタンブル（図3参照）はトルコ国内で最も人
口の多い都市であり，現在も増え続けている。都市
部の人口13は1,300万人を超えており，他の大都市
とは一桁違う規模である。トルコ共和国の成立以降，
首都はアナトリア中央部アンカラへ移ったが，イス
タンブルは経済活動の中心的な役割を継続して担っ
ている。交易の拠点として繁栄してきた地の利が活
かされ，長い年月に亘って，築いてきた海路，陸路
の交通ネットワークに加え，空路においてもネット
ワークの拠点として機能している。また，経済面だ
けでなく，宗教や文化の拠点としても歴史的な蓄積
があり，世界各地から多くの観光客を集めている。
このように人を惹きつけ続ける都市イスタンブルの
センター領域および屋外空間の特徴を，大都市とし
ての視点と海に囲まれた立地の視点の双方からみる。
イスタンブルの市街地は郊外へと拡張を続け，地
理的にはボスポラス海峡と金角湾を挟み，土地が3
地域に分かれていることもあり，センター領域を定
めることは難しい。ヨーロッパ側の旧市街と新市街，
ボスポラス海峡対岸のアジア側それぞれにチャルシ
ュがあり，チャルシュを核として周辺領域がセンタ
ー機能を担っている。歴史が積層し，大都市へと発
展してきたイスタンブル独特の都市構造は，複数の
センター領域から構成される多核的，複合的な構造
である。主要なセンター領域として，オスマン帝国
時代から商業活動の中心的な役割を担うグランド
バザールからエジプト市場にかけての一大商業エリ
ア，アヤソフィアやブルーモスクといった歴史建
造物の建ち並ぶスルタンアフメット，新市街のタク
シム広場と，歩行者天国であるメインストリート，
イスティクラル通り，金角湾奥に位置する巡礼地エ
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ユップ，アジア側の港町カドゥキョイが挙げられる。
以下，センター機能の一端を担う屋外空間の形態的
な特徴を挙げる。
1） グランドバザールからエジプト市場までの
一大商業エリア
グランドバザールの主たる構成は屋根付きの街
路網であるが，内部あるいは連携する形で複数のハ
ンが付随している。数々のハンは中庭を有し，グラ
ンドバザール周辺にはベヤジット広場をはじめと
する広場空間もある。ベヤジット広場では時折イベ
ントも開催されている。巨大な複合商業施設である
グランドバザールから金角湾に位置するエジプト
市場に向けて問屋街が広がり，その中にもハンや街
路が張り巡らされている。金角湾まで抜けると港前
にエジプト市場とイェニモスクが広場に面して建
っている。エジプト市場横，イェニモスク横には
広場があり，週末や断食月には多くの人で賑わう。
イェニモスクの中庭も祈りを捧げに訪れる人だけ
でなく，観光客も休息の場として利用している。エ
ジプト市場から路面電車の走る大通りを挟み，金角
湾に面する水際の港前広場（写真20）は，ボスポラ
ス海峡が隔てるヨーロッパとアジアを結ぶ連絡船の
発着所である。広場にはイスタンブル名物の魚のサ
ンドイッチを調理して売る小舟が横付けし，パラソ
ルの下，広場で海を眺めながら食事のできる半屋外
の食堂となっている。この他，野菜の酢漬け屋やパ
ン屋の露天商が移動しながら販売をしており，これ
らが広場での滞留要素である。広場は二重構造のガ
ラタ橋を挟んで二分され，金角湾奥側は，車道より
も低い位置にあり，円孤を描くように段差が設けら
れ，囲われた空間を形成している（写真21）。
2） スルタンアフメット
世界遺産に指定されている歴史地区である。オス
マン帝国時代の政治の中心地であったトプカプ宮殿
への入口に位置する。ビザンツ建築のアヤソフィ
ア博物館とオスマン建築のブルーモスクが対峙して
聳える間に噴水のある公園が整備されている。双方
の施設を訪問する観光客で常に賑わっている。大型
バスの駐車スペースが設けられており，アヤソフ
ィア前の広場では仮設テントが張られイベント空間
として活用されることもある。ブルーモスクの横に
は，競技場ヒポドロームの跡がアトメイダン14（馬
の広場）と呼ばれ，現在は公園として整備されてい
る（写真09）。オスマン帝国時代にも祝祭の場とし
て活用されてきた馬蹄形のオープンスペースである。
通常は観光客が多く集まるが，断食月となると露店
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図3.イスタンブルのセンター領域図
が並び（写真22），イフタール後のひとときを楽し
むトルコ人で賑わう。
3） タクシム広場とイスティクラル通り
新市街の中心地，タクシム広場（写真23）とそこ
から延びる歩行者優先空間であるイスティクラル通
りは，車を排除し，路面電車を走らせている。タク
シム広場は新市街の中心地として地下鉄，バス，乗
合いのミニバスのターミナル機能が充実している。
また，広場だけでなく広場に面する公園部分でもイ
ベントが開催され，多くの人が一度に滞在可能なス
ペースが確保されている。イスティクラル通りは，
ほぼ24時間途切れることなく，観光客とイスタン
ブル市民で常時，祭りが開催されているような賑や
かな空間になっている。通りに面して，以前は1階
部分だけに店舗が並ぶ施設が多かったが，近年，来
訪者が増えるに伴い，2階以上の上階部分も商業施
設として活用される建物が主流となり，建物によっ
ては屋上階がレストランやバーとして利用されるも
のも現れている。また，通りに面するファサードの
修復も進み，19世紀の装飾豊かなファサードが増
え，行政の修景に対する取り組みが継続して行われ
ている（写真24）。また，イスティクラル通りから
左右に路地が延び，さらに一本裏手の通りに至るま
で，路地にもレストランやカフェが並び，イスティ
クラル通りを軸にしながら面的な広がりをみせてい
る。ファサードや路面，イルミネーション等，空間
のしつらえの整備と併せ，商業空間の路地への拡張
と上階への立体化により，訪問者が増え続けている
ものと考えられる。イスティクラル通りの中ほどの
路地に魚市場があり，かつては街路に屋根がかかっ
ていた。近年，区役所は魚市場に面する建造物のフ
ァサードを修復し，屋根を取り払い，完全な屋外空
間へと変えた。
4） エユップ
金角湾の奥に位置するエユップ区のセンター領域
にエユップスルタンモスクとその複合施設であ
るキュリイェがあり，巡礼地となっている。墓地の
並ぶ丘の頂上からの眺望も良く，イスラーム教徒以
外の観光客も訪れる聖地である。特に集団礼拝を行
う金曜の昼は，モスクやモスクの中庭だけではスペ
ースが足りず，モスクの入口にあたる広場も礼拝の
場として活用される（写真25）。この広場は近年，
礼拝用に整備され，広場の敷石はメッカの方向を指
し，金曜の集団礼拝前にはエユップ区役所の担当者
が赤い絨毯を敷き詰める。モスクへの入口を挟み左
右に男女の礼拝空間が分かれる。この広場からメイ
ンストリートが歩行者専有空間として延びている。
5） カドゥキョイ
アジア側の中心地としてウスキュダルとカドゥキ
ョイが挙げられる。人口が増え続け，郊外へとさら
に市街地を拡大し続けるイスタンブル市にとって，
カドゥキョイはアジア側の郊外への拠点として重要
な位置にある。カドゥキョイのセンター領域は港前
広場から広がるチャルシュ一帯（写真26）とさらに
奥へ延びる新市街である。チャルシュも新市街のメ
インストリートも歩行者優先空間として整備され，
新市街には路面電車が走っている。港前広場はヨー
ロッパ側との連絡船の船着き場が幾つか並び，広場
周辺には郊外へ向かうバスや乗り合いのミニバス乗
り場が点在する。また，2012年8月にカドキョイ
の港前広場を拠点に郊外へと延びる地下鉄も開通し
たため，さらに港前広場の交通機能が高まるものと
予想される。港前広場は度々イベント空間としても
活用され，2012年8月の地下鉄開通記念式典の際
も広場に舞台やスクリーンが設置され（写真27），
首相も参列する盛大な式典であった。
イスタンブルは，前述した5つのエリア以外にも
センター領域に相当する空間は数多く存在する。交
通網として陸上交通だけでなく，定期船をメインと
する海上交通も日常的に利用されており，航路も充
実している。マルマラ海，金角湾，ボスポラス海峡
の3つの海を行き交う航路と沿岸の街ごとに港が整
備されている。港前には広場があり，広場に連続す
るように水辺の公園が整備されている街も多い。水
辺の屋外空間は，隣接する海という開放的な空間と
ともに，海越しに見える対岸の景色を眺める場とも
なっている（写真28）。座って眺めるだけでなく，
散歩やジョギングなど動きながら眺望を楽しむこと
もできる空間である。また，水際からだけでなく，
地形的に起伏のある都市らしく，高台や建物の屋上
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テラスや橋上（写真29）からも海と対岸の景観を楽
しむことができる。屋上テラスもイスタンブル特有
の屋外空間といえる。
5.センター領域における屋外空間の特性
1） 機能面での特徴
調査対象とした18都市において，春と夏の調査
実施時期は天候も良く，春は日差しのある昼間，夏
は日が沈み始める夕方になると広場や街路に多くの
人が集まり，屋外空間は活発に活用される。機能面
では特徴として列挙したように交通機能，市場機能，
イベント機能，公園機能が大きく，特に広場と歩行
者空間としての主要街路が連続することで屋外空間
がセンター領域の核的な役割を果たしている。
2） 周辺環境による特徴
チャルシュ内及び主要幹線の街路や広場沿いには
商業施設が立ち並び，屋外空間は商業活動の影響を
受ける。屋外空間自体に露店が並び，市場機能を有
する場合や交通機能を有する場合が多い。また，周
辺環境の影響は，水辺や高台，屋上テラスなどの屋
外空間に顕著である。都市景観や自然景観などを眺
めるために屋外空間に惹きつけられ，滞在する。ベ
ンチやオープンカフェは滞在を促す装置として機能
し，活発な利用がみられる。また，整備されたファ
サード，街並みや市場，人通りなどの賑わいを，広
場や街路に張り出したカフェから眺めるといった都
市景観の利用も多々みられる。
3） 多様な屋外空間
大都市はセンター領域が広く，複数の核的なエリ
アの複合体になっている。そのため，屋外空間が複
数の核を結ぶ役割を果たし，交通の要所に広場が設
けられ，幹線道路がこれをつないでいる。イスタン
ブルは多核，複合的な都市構造をもつが，他の大都
市においてもセンター領域は新市街の発展と共に広
がりをみせている。イスタンブルと同様に海辺に面
するイズミールは，チャルシュ周辺がメインとなる
センター領域であるが，サブ的なセンター領域は各
地区に点在する。本稿で対象としたチャルシュ周辺
のセンター領域は，港前広場からチャルシュへと続
く広い領域を有し，領域内には複数の広場と迷路状
に延びる街路網，点在するモスクやハンの中庭や前
庭など，多様な屋外空間が広がっている（図4参照）。
いずれの空間活用も多様であり，日常から非日常ま
で幅広く利用されている。
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図4.イズミールのセンター領域図
6.おわりに
センター領域において多くの人を集める場として
広場，街路，敷地内オープンスペースの3つの形態
を有する屋外空間が活用されている点，センター領
域の新旧の要素をつなぐ空間として広場及び主要軸
となる街路空間が重要である点がトルコ西部の特徴
である。主要軸となる街路空間は歩行者空間を整備
することにより，広場との連携が図られ，多様な活
用が生まれる。現段階では，活用状況の調査は春と
夏に限られているため，屋外での活発な活動を確認
することができたが，今後は天候状況の悪い冬期に
おいても利用形態を確認する必要がある。年間を通
して，季節の変化や行事イベント等の開催の有無
を捉え，さらなる考察を行いたい。また，調査対象
エリアを広げ，事例を増やすことも課題である。ト
ルコはマルマラ海，エーゲ海，地中海，黒海に面し，
陸路だけでなく海路を活かした交易都市も多い。本
稿ではイスタンブルとイズミールの2都市のみを扱
ったが，今後，交易都市の中でも水辺に位置する港
湾都市の事例についても，立地を活かした都市の特
性を探りたい。
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